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抄　　録

　血液センターの責務である血液製剤の安定供給の遂行には，効率的な献血

者確保が重要である。また，少子高齢化の進行により，将来的に大幅な献血

者不足が予測される中，安定的な献血者確保体制の構築は緊急な課題であ

る。そこで，東京都赤十字血液センターでは，献血者確保対策として，新た

なツールを導入し，複数回献血クラブ会員の増強に取り組んだ。その結果は，

当初の目標を上回り，大幅な会員数増強を達成した。

　今後の課題は，増えた会員を複数回献血者へと誘導することであるが，実

現のためには，会員の満足度や運用側の利便性を高める必要がある。現状の

問題点を解消し，それぞれのニーズにあった複数回献血クラブシステムへの

見直しが急務であると考える。

論文受付日：2012年 3 月23日

掲載決定日：2012年 5 月29日

【はじめに】

東京都赤十字血液センターでは，平成14年より

全国にさきがけ「携帯メールクラブ」という愛称で

複数回献血クラブを運営している。平成21年度末

時点での東京都の総会員数は42,398人であり，全

国の会員数の約20%を占めていた。平成21年度の

献血依頼要請に対する応諾実績では，ハガキの献

血依頼（応諾率［全血 9.5%，成分 19.2%］）に対し，

メールの献血依頼（応諾率［全血 21.7%，成分

31.8%］）に明らかな優位性が見られた。また，メ

ールでは瞬時に大人数に情報配信が可能であり，

緊急時の情報伝達手段としても効果を期待でき

る。このようなことから，ハガキの献血依頼から

メールによる献血依頼へとシフトを図ることで，

需要に合った効率的な献血者確保を実現するた

め，メールの依頼対象者である複数回献血クラブ

会員の増強に取り組んだ。目標設定は，22年度末

までに総会員数を70,000人に増やすこととした。

実際の取り組み内容と得られた成果を報告する。

【方　　法】

複数回献血クラブに携帯電話から新規登録する

際，指定したアドレスへ空メールを送信する必要

がある。従来の方法では，アドレスの直接入力や
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QRコードの読み取りが必要で，この操作の手間

が会員登録への大きな障害となっていた。そこで

この手間を軽減するため，22年５月より全献血ル

ームおよび移動採血車に１台ずつ，計30台の“サ

イト誘導装置”を導入した。このサイト誘導装置

は，おサイフケータイ対応機種であれば，携帯電

話を近づけるだけで指定したサイトへ誘導し，そ

の後は簡単なボタン操作により空メールの送信を

可能にする。サイト誘導装置の導入により，スム

ーズな会員登録が可能になったことで，会員登録

を推進し易くなった。その後，運用していく中で

利用頻度が高まったことから，22年10月に新たに

32台を増設し，新規会員の確保に取り組んだ（図

１）。

【結　　果】

サイト誘導装置の導入により得られた効果を，

以下に記述する。

（１）大幅な会員数増加

21年度，平均1,328人/月であった新規登録者数

は，22年度には平均3,324人/月へと大きく増加し

た。とくに22年７月以降では平均3,976人/月（４

〜６月は平均2,542人/月）と21年度の３倍近くま

で大幅に増加した。これほどまでに会員数を増や

すことができたのは，サイト誘導装置を持ち回る

など献血会場の職員が工夫し，積極的な登録勧誘

を行ったことが大きな要因である（図２）。この

ように月々の新規登録者数が大幅に増加したこと

から，22年度末時点の総会員数は82,281人となり，

当初の目標の70,000人を大きく上回った（図３）。

（２）成分献血予約者数の増加

会員数の増加により，21年度３月実績では

4,158人/月であった成分献血の事前予約者数が，

22年度３月には5,624人/月へと約35%の大幅な増

加となった。これにより，予約者から適合血ドナ

ーを抽出できるケースが増え，HLA適合血小板の

供給依頼に対し，半数近くを予約者で対応できる

ようになった。同様に，Rh（−）やCMV（−）の供

給依頼についても効果が得られている。

（３）その他の効果

会員数や予約者数以外にも，献血の依頼に対す

る要請応諾者数が，21年度３月実績の2,307人/月

から，22 年度３月には 4,172人/月へと約80% の

大幅な増加となったほか，献血者全体に占める複

数回献血クラブ会員の割合は，21年度３月実績の

17.5%から，22年度３月には24.1%と1.4倍に増加し

ており，効率的な献血者確保体制の構築に向けさ

まざまな効果が表れている。

【考　　察】

複数回献血クラブの今後の展望

（１）更なる会員数増強

サイト誘導装置は会員数の増強に大きく貢献

し，会員数が増えたことによるさまざまな効果を

もたらした。この実績から，全国的に導入するこ

とにより，かなりの会員増強効果が期待できるも

のと思われる。複数回献血クラブの発展は，需要

に応じた効率的な献血者確保を実現するため極め

て重要であることから，23年度は年度末までに総

会員数124,000人まで増やすことを目標に引き続

図１　空メール送信イメージ
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図２　新規登録者数の変化

図３　総会員数の変化
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き取り組みを進めている。現状，目標を上回るペ

ースで順調に推移している。

（２）効率的な献血依頼要請への移行

会員が大幅に増えたことにより，ハガキの発送

数を減らし，メールによる献血依頼へと移行を進

める。たとえば，これまで移動採血の献血依頼に

ついてはハガキのみであったが，今後はメール依

頼を開始し，メールの特性を活かした効率的な献

血者確保に取り組む。 

（３）定期的な情報発信

これまでは献血の依頼手段としてメールを活用

してきたが，今後は定期的に血液の在庫状況を配

信するなど，献血への理解を高める手段として活

用することも重要であると考える。また，例年実

施している会員を対象とした記念品やイベントに

関する情報なども配信し，複数回献血への誘導を

図っていく。

複数回献血クラブの今後の課題

（１）ドナーリクルート体制の構築

23年度に目標としている総会員数124,000人を

達成すると，仮に会員一人あたり年３回の協力が

得られれば，年間で約372,000人の献血者確保に

繋がる。この数字は，安全かつ確実な採血が期待

できる複数回献血クラブ会員によって，東京都の

年間献血者数の約60%を確保できるような体制の
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構築を意味する。将来に渡る安定的な献血者確保

体制の実現のため，東京都赤十字血液センターで

は，複数回献血クラブ会員によるドナーリクルー

ト体制の構築へ向け，今後も引き続き複数回献血

クラブの推進へ積極的に取り組む。

（２）広域的な運用

現在，複数回献血クラブは各都道府県単位で運

用されており，所属する都道府県によって運用方

法や特典の内容は異なる。現在の複数回献血クラ

ブシステムの仕様では，複数の都道府県に所属す

ることはできず，所属を変更するとそれまでの特

典は引き継がれない。東京都赤十字血液センター

の会員データによると，約３割は東京都以外の関

東近県在住者であり，地域をまたがって協力して

くださる献血者にとって，現在の都道府県単位の

運用方法は適さない。また，管理している血液セ

ンター側では，所属する都道府県以外の会員デー

タを編集できないなど，献血者からの問い合わせ

に対し満足に対応できないのが現状である。こう

いった現状を踏まえ，これまでの運用方法を見直

し，広域的な運用体制を導入する必要があると考

える。広域的に運用することにより，会員特典の

一元化や献血者対応の向上に繋がり，会員の満足

度を高める効果が期待できる。

（３）システムの見直し

今後は，会員の増加を受けてより一層の利便

性，満足度の向上を図る必要がある。とくに統一

システムとの連動や多様化する携帯電話への対

応，広域的な複数回献血クラブの運用など，会員

の視点に立った運用方法への見直しが必要であ

る。こういった課題の解消には，現状の複数回献

血クラブシステムでは対応が困難であり，抜本的

なシステムの見直しが急務であると考える（図

４）。

図４　今後の課題
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